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主な経歴 

陶芸家 

国指定重要無形文化財保持者 (人間国宝) 
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英知と不屈の意志を持って、ラスター彩・奈良三彩・青釉など遠く歴史の彼

方に消滅した技法を再現し、次々と独自の創作を完成させ、芸術文化の向上に

努めるとともに、果断なる実行力と指導性をもって、後進の育成に全力を傾注

し、岐阜県のみならず世界の陶芸界の発展のために大きな功績を残した。 

 また、本県に関係する数多くの公職・団体役員として活躍し、県政の発展に

大きな功績を残した。 

 

 


